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広島県で初の WATCHMAN 手術に成功 
心房細動患者へ 脳梗塞などを予防 

 

 

広島大学病院ハートブレインチーム＊は、9 月１1 日、広島県内では初めてとなる

心房細動の患者さんへの左心耳閉鎖デバイス（WATCHMAN）の手術２例を実施、

無事に終わりました。執刀は循環器内科の中野由紀子教授です。 

 

心房細動は、加齢と共に増加する最も頻度の高い不整脈です。心房の動きが早く不

規則になり、動悸やめまいの原因となったり、血栓ができやすく脳梗塞の危険性が 5

倍程度高まったりすることがわかっています。脳梗塞予防のため抗凝固療法が必要と

なりますが、出血リスクが高い患者さんでは抗凝固療法を行うのが難しく課題となっ

ていました。 

こういった患者さんのために開発されたのが WATCHMAN で、血栓が生まれやす

いとされる左心耳を閉鎖するデバイスです。足からカテーテルを挿入し、左心耳に留

置します。一回の手技で脳梗塞が予防でき、抗凝固療法が中止出来るので経済的な負

担も軽減します。 

 

WATCHMAN は２０１９年９月から保険適用となり、広島大学病院では先行施設

として準備が進められていました。 

 

今回、手術対象となったのは 71 歳男性と 67 歳女性です。それぞれ約 2 時間で終

わり、術後は良好です。 

 

 

＊広島大学病院ハートブレインチーム＝循環器内科・心臓血管外科・脳神経内科・麻酔科・救命

科など他科・多職種で構成された治療チーム 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

広島大学大学院医系科学研究科 循環器内科学 

Tel：082-257-5540（医局） 

 

広島大学病院 広報・調査担当役 古市 

Tel：082-257-5418 FAX：082-257-5087 

E-mail：byo-toku-chousa@hiroshima-u.ac.jp 
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